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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第一のパルス信号と第二のパルス信号とを含むパルス信号群に基づいて撮像
動作を行う撮像素子および前記撮像素子から出力される画像信号を増幅する画像信号増幅
器を先端に備える電子スコープを有する電子内視鏡装置において、
　前記第一のパルス信号と前記第二のパルス信号とを生成する信号生成手段と、
　前記電子スコープ内にあって、前記第一のパルス信号および前記第二のパルス信号を用
いて前記撮像素子用および前記画像信号増幅器用の直流電圧を生成する直流電圧生成手段
と、
　前記画像信号増幅器近傍に配設され、前記直流電圧生成手段によって生成された前記画
像信号増幅器用の直流電圧の前記画像信号増幅器への印加を禁止する印加禁止手段と、を
有し、
　前記印加禁止手段は、少なくとも前記撮像素子の駆動を停止させる期間中は、前記画像
信号増幅器用の直流電圧を前記画像信号増幅器に印加せず、
　前記第一のパルス信号は、前記撮像素子の駆動に関する二値信号に前記画像信号増幅器
の印加禁止に関する信号が重畳された３値の信号であり、
　前記第二のパルス信号は、前記撮像素子の駆動に関する二値信号に前記画像信号増幅器
の印加禁止に関する信号に対応した信号が重畳された信号であり、
　前記直流電圧生成手段によって前記第一のパルス信号と前記第二のパルス信号が加算さ
れることにより、生成された前記撮像素子用の直流電圧が前記画像信号増幅器の印加禁止
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に関する信号成分を有さないような波形を有することを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子内視鏡装置において、
　前記直流電圧生成手段は、前記第一のパルス信号と前記第二のパルス信号の各パルス信
号を、それぞれ第一経路を伝送する第一信号と第二経路を伝送する第二信号とに分岐する
、第一と第二の信号分岐手段と、
　前記第一信号分岐手段と前記第二の信号分岐手段とによって分岐された、各第二信号を
加算して第三信号を生成する加算手段と、
　前記加算手段から出力される前記第三信号を用いて前記直流電圧を生成する電源回路と
、を有することを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の電子内視鏡装置において、
　前記撮像素子は、前記各第一信号に対応して撮像動作を行うことを特徴とする電子内視
鏡装置。
【請求項４】
　請求項２または請求項３に記載の電子内視鏡装置において、
　前記電源回路は、前記第三信号を整流する整流回路と、
　前記整流回路により整流された信号を平滑化して前記直流電圧を生成する平滑回路と、
を有することを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の電子内視鏡装置において、
　前記第一のパルス信号は、前記画像信号増幅器の印加禁止に関する信号が重畳された信
号であり、
　前記印加禁止手段は、前記第一のパルス信号から前記画像信号増幅器の印加禁止に関す
る信号を抽出して出力する信号抽出手段と、前記直流電圧生成手段と前記画像信号増幅器
との電圧伝送路中に配設されたスイッチ部と、を備え、前記スイッチ部が前記信号抽出手
段から出力された前記画像信号増幅器の印加禁止に関する信号に基づいて作動することに
より、前記直流電圧の前記画像信号増幅器への印加が禁止されることを特徴とする電子内
視鏡装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の電子内視鏡装置において、
　前記信号抽出手段は、前記第一のパルス信号と参照信号とを比較する比較手段で構成さ
れることを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の電子内視鏡装置において、
　前記参照信号は、前記直流電圧生成手段によって生成された前記直流電圧を抵抗分割す
ることにより生成されることを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載の電子内視鏡装置において、
　前記画像信号増幅器は、前記撮像素子の近傍に配設されることを特徴とする電子内視鏡
装置。
【請求項９】
　少なくとも第一のパルス信号と第二のパルス信号とを生成して、電気的に接続された電
子スコープに送信する信号生成手段を備えるプロセッサと、
　少なくとも前記第一のパルス信号と前記第二のパルス信号とを含むパルス信号群に基づ
いて撮像動作を行う撮像素子、前記撮像素子から出力される画像信号を所定の増幅率で増
幅する画像信号増幅器、前記第一のパルス信号と前記第二のパルス信号とに所定の処理を
施すことにより前記撮像素子および前記画像信号増幅器に印加する直流電圧を生成する電
圧生成手段、前記第一のパルス信号と前記第二のパルス信号とを用いて前記画像信号増幅
器に対する前記直流電圧の印加、非印加を切り替える切り替え手段、を先端近傍に有する
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電子スコープと、を有し、
　前記第一のパルス信号は、前記撮像素子の駆動に関する二値信号に前記画像信号増幅器
の印加禁止に関する信号が重畳された３値の信号であり、
　前記第二のパルス信号は、前記撮像素子の駆動に関する二値信号に前記画像信号増幅器
の印加禁止に関する信号に対応した信号が重畳された信号であり、
　前記電圧生成手段によって前記第一のパルス信号と前記第二のパルス信号が加算される
ことにより、生成された前記撮像素子用の直流電圧が前記画像信号増幅器の印加禁止に関
する信号成分を有さないような波形を有することを特徴とする電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、体腔内を観察するため等に使用される電子内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般的に、体内を観察するために使用される医療用電子内視鏡装置は、光源部や画像処理
部を備えるプロセッサと、被検者の体内に挿入されて光源部から射出される光により体内
を照明すると同時に先端に設けられたＣＣＤ（Charge Coupled Device）等の撮像素子に
よって撮像を行う電子スコープと、から構成されている。
【０００３】
被検者の体内に挿入される電子スコープは、内視鏡観察中における被検者の苦痛を少しで
も和らげる観点から、より細径であるほうが好ましいとされる。
【０００４】
電子スコープの撮像素子から出力される画像信号は、該撮像素子の内部または近傍に配設
される画像信号増幅器を介して出力されてプロセッサの画像処理部に伝送される。ここで
、撮像素子および画像信号増幅器を駆動するために必要な電圧は、プロセッサによって生
成され、それぞれ所定の給電ケーブルを介して印加されていた。このため、給電ケーブル
の数だけ可撓管の径を太くせざるを得なかった。
【０００５】
特に近年、他の機器に使用される撮像素子同様、電子スコープ先端に配設される撮像素子
も、高画素（多画素）化されたり小型化されたりして、より高性能なものが使用される傾
向にある。これにより、術者は、より高精度かつ鮮明な観察部位の画像を観察して、迅速
かつ適切な処置を採ることができるという利点がある。
【０００６】
ところが、このような高性能な撮像素子を使用すると、従来の撮像素子に比べ、該撮像素
子を駆動するために必要な、パルス信号や電源電圧の種類が増加する。また、高画素で複
数の画像信号を異なるタイミングで出力可能な撮像素子もあり、このような撮像素子を使
用する場合には、出力される画像信号に対応するだけの画像信号増幅器が必要となる。つ
まり、これらの高性能な撮像素子を電子内視鏡装置に使用する場合、プロセッサと電子ス
コープ先端との間に設けられるパルス信号用ケーブルや給電ケーブルの本数を増加しなく
てはならない。このことは、電子スコープの可撓管の径をより太くしなくてはならないこ
とを意味する。
【０００７】
電子スコープの径を細くするために、所定のケーブル上に駆動用直流電圧とパルス信号を
重畳させてケーブルを共通化させる方法も考えられる。しかし、該方法では、電源電圧が
特定の信号に影響を及ぼし、信号劣化を起こしかねず必ずしも適切ではない。つまり従来
は、高性能な撮像素子を使用することにより電子スコープが太径化することに対する具体
的な解決策が存在しなかった。
【０００８】
また従来の電子スコープの構造は、撮像素子が動作していないときであっても、画像信号
増幅器には常に電源電圧が印加されていたため、無駄な電力損失や該画像信号増幅器近傍
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の熱上昇、さらには電子スコープ先端の加熱という回路上の問題だけでなく、生体にとっ
ても好ましくない問題が指摘されていた。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
そこで本発明は上記の事情に鑑み、高性能な撮像素子を使用した場合であっても電子スコ
ープの径を細く維持することができ、無駄な電力損失や熱上昇を抑えることができる電子
内視鏡装置を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　このため、請求項１に記載の電子内視鏡装置は、少なくとも第一のパルス信号と第二の
パルス信号とを含むパルス信号群に基づいて撮像動作を行う撮像素子および撮像素子から
出力される画像信号を増幅する画像信号増幅器を先端に備える電子スコープを有する電子
内視鏡装置に関し、第一のパルス信号と第二のパルス信号とを生成する信号生成手段と、
電子スコープ内にあって、第一のパルス信号および第二のパルス信号を用いて撮像素子用
および画像信号増幅器用の直流電圧を生成する直流電圧生成手段と、画像信号増幅器近傍
に配設され、直流電圧生成手段によって生成された画像信号増幅器用の直流電圧の画像信
号増幅器への印加を禁止する印加禁止手段と、を有し、印加禁止手段は、少なくとも撮像
素子が駆動を停止させる期間中は、画像信号増幅器用の直流電圧を画像信号増幅器に印加
せず、第一のパルス信号は、撮像素子の駆動に関する二値信号に画像信号増幅器の印加禁
止に関する信号が重畳された３値の信号であり、第二のパルス信号は、撮像素子の駆動に
関する二値信号に画像信号増幅器の印加禁止に関する信号に対応した信号が重畳された信
号であり、直流電圧生成手段によって第一のパルス信号と第二のパルス信号が加算される
ことにより、生成された撮像素子用の直流電圧が画像信号増幅器の印加禁止に関する信号
成分を有さないような波形を有することを特徴とする。
【００１１】
上記の構成によれば、少なくとも撮像素子駆動停止期間中は、画像信号増幅器に電圧が印
加されないため、無駄な電力損失や熱上昇を低減させることができる。
【００１２】
また上記の構成によれば、撮像素子および画像信号増幅器に印加される直流電圧は、撮像
素子駆動用のパルス信号を用いて撮像素子近傍にある直流電圧生成手段によって生成され
る。これにより、給電ケーブルの本数を減らすことができるため、細径のスコープが提供
される。また、本発明によれば、多画素化に伴い複数の電源が必要になっても、同じく多
画素化によって増加したパルス信号をそのまま活用して複数の電源電圧を得ることができ
る。
【００１３】
上記電圧生成手段は、第一のパルス信号と第二のパルス信号の各パルス信号を、それぞれ
第一経路を伝送する第一信号と第二経路を伝送する第二信号とに分岐する第一と第二の信
号分岐手段と、第一信号分岐手段と第二の信号分岐手段とによって分岐された、各第二信
号を加算して第三信号を生成する加算手段と、加算手段から出力される第三信号を用いて
直流電圧を生成する電源回路と、を有する構成にすることができる。
この場合、撮像素子は、各信号分岐手段から出力された第一信号が入力することにより所
定の撮像動作を行うことになる。
【００１４】
上記電源回路には、入力する信号を平滑化する平滑回路があるのが望ましい。これにより
、パルス信号から一定の直流電圧を容易に生成することができる。該電源回路には、さら
に整流回路を備えることができる。これにより、より安定した直流電圧を撮像素子に印加
することができる。整流回路は、信号生成手段から送信されるパルス信号がどのような振
幅波形を有するかによって、半波整流回路を使用したり、全波整流回路を使用したりする
ことができる。例えば、パルス信号が正負いずれかの振幅のみを有するものであれば、安
価に構成できる半波整流回路を使用することが好ましい。
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【００１５】
上記第一のパルス信号は、画像信号増幅器の印加禁止に関する信号が重畳された信号であ
り、上記印加禁止手段は、第一のパルス信号から画像信号増幅器の印加禁止に関する信号
を抽出して出力する信号抽出手段と、直流電圧生成手段と画像信号増幅器との電圧伝送路
中に配設されたスイッチ部とを備え、該スイッチ部が信号抽出手段から出力された画像信
号増幅器の印加禁止に関する信号に基づいて作動することにより、直流電圧の画像信号増
幅器への印加が禁止されることが望ましい。これにより、プロセッサ側からスイッチ部を
制御する信号線を新たに配設することなく、電圧損失や熱上昇を低減させることができる
。具体的には、信号抽出手段は、第一のパルス信号と参照信号とを比較する比較手段で構
成されてもよい。さらに、直流電圧生成手段によって生成された前記直流電圧を抵抗分割
することにより参照信号を生成する構成にすれば、画像信号増幅器は、第一および第二の
パルス信号に基づいて電子スコープ内部で生成された信号や直流電圧のみによって駆動さ
せることが可能となり、該スコープの細径化を維持しつつ、電圧損失や熱上昇を効果的に
低減させることができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
図１は本発明の実施形態の電子内視鏡装置１００の概略構成図である。内視鏡装置１００
は、プロセッサ１００ａ、電子スコープ１００ｂとから構成される。プロセッサ１００ａ
は、光源部１１０、メイン制御部１２０、画像信号処理回路１３０及びフロントパネルス
イッチ１４０とを有し、モニタ１９０が接続される。スコープ１００ｂは、先端にＣＣＤ
１６０を備え、ＣＣＤ１６０近傍に電源生成部１５０および画像信号増幅部１７０を備え
る。さらに、スコープ１００ｂは、光源部１１０から発光される光を先端まで導くライト
ガイド１８０を有する。
【００１７】
電子内視鏡装置１００を使用すると観察部位は次のようにして撮像される。まず、メイン
制御部１２０は、術者がフロントパネルスイッチ１４０を操作して行った光源に対する設
定に基づいて、光源部１１０から光を発光させる発光状態とする。また、メイン制御部１
２０は、ＣＣＤ１６０を駆動するための複数のパルス信号を生成し、スコープ１６０に連
続的に送信する。パルス信号は、どれも一定の周期を持っており、たとえば水平駆動パル
スや垂直駆動パルスなどがある。
【００１８】
メイン制御部１２０の制御に基づいて、光源部１１０から発光された光は、ライトガイド
１８０内を導かれ、スコープ１００ｂの先端にある射出端１８０ａから観察部位に向けて
照射される。該先端に備えられているＣＣＤ１６０は、発光状態にあるとき、観察部位で
反射された光を受光することにより受光面に形成された光学像に対応する電荷を蓄積し、
上記パルス信号に対応して蓄積電荷に基づく電圧値（画像信号）として出力する。画像信
号は、画像信号増幅部１７０内にあるアンプ１６を介して所定の増幅率で増幅された後、
プロセッサ１００ａの画像信号処理回路１３０に送信される。画像信号処理回路１３０は
、スコープ１００ｂから送信される画像信号に基づいて所定の処理を行った後、該画像信
号をビデオ信号としてモニタ１９０に出力する。モニタ１９０は、ビデオ信号に対応する
画像を表示する。
【００１９】
図２は、スコープ１００ｂ先端の電気回路図である。スコープ１００ｂ先端にはＣＣＤ１
６０が配設されている。
【００２０】
前述のようにアンプ１６は、ＣＣＤ１６０から出力された画像信号を予め定められた増幅
率で増幅している。そこで、本実施形態では、電源生成部１５０で生成される直流電圧を
ＣＣＤ１６０に印加するだけでなく、アンプ１６にも電源電圧として印加可能なように構
成している。
【００２１】
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本実施形態では、電源生成部１５０がメイン制御部１２０から送信されるパルス信号を用
いて直流電圧の信号を生成して、該直流電圧をＣＣＤ１６０およびアンプ１６に印加して
いる。また、ＣＣＤ１６０に撮像動作を行わせる所定期間（以下、ＣＣＤ駆動期間という
）にのみアンプ１６を駆動し、それ以外のとき、つまり画像信号の読み出しが行われない
所定期間（以下、ＣＣＤ停止期間という）には、アンプ１６が駆動しないように、該パル
ス信号を用いて直流電圧のアンプ１６への印加・非印加を切り替えている。つまり本実施
形態では、ＣＣＤ１６０を駆動するためのパルス信号にアンプ１６への電源電圧印加を禁
止する信号（オフ信号）を重畳させている。
【００２２】
これにより、電子スコープ１００ｂにおける、ＣＣＤ１６０の駆動制御、ＣＣＤ１６０用
の電源電圧生成、アンプ１６の駆動制御、アンプ１６用の電源電圧生成全てが、メイン制
御部１２０から送信されるパルス信号を用いて行われる。そのため、従来のスコープに必
要とされていたプロセッサから撮像素子や画像信号増幅器までの給電ケーブルの本数を減
らすことができる。従ってスコープ１００ｂは、従来のスコープに比べて細径に構成する
ことが可能になる。また、プロセッサから給電ケーブルを介して電圧を各部に印加する構
成では、伝送中の電圧降下等の弊害が生じるおそれがあったが、本実施形態の構成であれ
ばその点も解消することができる。
【００２３】
電源生成部１５０は、メイン制御部１２０から送信される二つのパルス信号を加算して得
られた信号に基づいて直流電圧を生成する。プロセッサ１００ａのメイン制御部１２０で
生成されたパルス信号Ｓ１およびパルス信号Ｓ２は、それぞれドライブバッファｄｂ１、
ドライブバッファｄｂ２を介してスコープ１００ｂ内の電源生成部１５０に送信される。
【００２４】
電源生成部１５０に入力したパルス信号Ｓ１は、分岐点Ｐ１において経路Ｌ１と経路Ｌ２
とに分岐される。経路Ｌ１を伝送する信号（分岐点Ｐ１における第一信号）は、バッファ
１を介して、メイン制御部１２０が送信したパルス信号Ｓ１と略同一の状態でＣＣＤ１６
０に入力しＣＣＤ１６０を駆動させる。つまり、経路Ｌ１を伝送する信号は、ＣＣＤ１６
０を駆動制御するための駆動用パルス信号として用いられる。一方、経路Ｌ２を伝送する
信号（分岐点Ｐ１における第二信号）は、バッファ２を介して加算器５に入力する。
【００２５】
同様に、電源生成部１５０に入力したパルス信号Ｓ２も分岐点Ｐ２において経路Ｌ３と経
路Ｌ４とに分岐される。経路Ｌ４を伝送する信号（分岐点Ｐ２における第一信号）は、経
路Ｌ１を伝送する信号と同様に駆動用パルス信号として用いられる。つまり、経路Ｌ４を
伝送する信号は、バッファ４を介してＣＣＤ１６０に入力し、ＣＣＤ１６０を駆動させる
。経路Ｌ３を伝送する信号（分岐点Ｐ２における第二信号）は、バッファ３を介して加算
器５に入力する。
【００２６】
図３は、電源生成部１５０や画像信号増幅部１７０で使用される信号のタイミングチャー
トである。図３（Ａ）にパルス信号Ｓ１（分岐点Ｐ１における第一信号）を、図３（Ｂ）
にパルス信号Ｓ２（分岐点Ｐ２における第一信号）を、それぞれ表す。図３（Ａ）に示す
ように、本実施形態では、パルス信号Ｓ１にアンプ１６の駆動停止期間中に、オフ信号を
重畳させている。具体的には、パルス信号Ｓ１は、ＣＣＤ１６０を駆動制御するための二
値（ｖ１、ｖ２）とアンプ１６をオフ制御するための信号レベルｖ３との３値の信号にな
っている。パルス信号Ｓ１は、ＣＣＤ駆動期間中にはｖ１とｖ２の信号レベルが周期的に
繰り返される波形になっており、ＣＣＤ停止期間中にはｖ３の信号レベルを有する波形に
なっている。また図３（Ｂ）に示すように、パルス信号Ｓ２は、ｖ１とｖ２の二値の信号
であり、具体的には、ＣＣＤ駆動期間中にはｖ１とｖ２の信号レベルが周期的に繰り返さ
れる波形になっており、ＣＣＤ停止期間中にパルス信号Ｓ１のオフ信号に対応した後述の
信号レベルを有する波形になっている。なお、本実施形態では、説明の便宜上、各信号レ
ベルは、ｖ１、ｖ２、ｖ３の順に低くなるように設定されており、ｖ１－ｖ２＝ｖ２－ｖ



(7) JP 4132791 B2 2008.8.13

10

20

30

40

50

３およびｖ２≠０ｖとし、ＣＣＤ駆動期間中におけるパルス信号Ｓ１とパルス信号ｖ２の
デューティ比は共に５０％とする。
【００２７】
加算器５では、入力する二つの第二信号（経路Ｌ２を伝送する信号および経路Ｌ３を伝送
する信号）を加算して、一つの信号（第三信号）を生成する処理が行われる。ここで、Ｃ
ＣＤ停止期間中における経路Ｌ３を伝送する信号は、経路Ｌ２を伝送する信号のオフ信号
をうち消すような波形を有する（図３（Ａ）、（Ｂ））。従って、第三信号は、図３（Ｃ
）に示すように、ＣＣＤ停止期間中はｖ２レベルで、ＣＣＤ駆動期間に入るとｖ１レベル
の波形を描く。
【００２８】
加算器９によって生成された第三信号は、直流電圧生成用信号として、バッファ１０を介
してダイオード１１に入力し、整流化される。つまり、ダイオード１１は半波整流回路を
形成している。ダイオード１１によって整流された第三信号は、さらに平滑コンデンサ１
２によって平滑化され、電源用の直流電圧ＶとしてＣＣＤ１６０に印加する。直流電圧Ｖ
を図３（Ｄ）に示す。図３（Ｄ）に示すように、直流電圧Ｖは、ＣＣＤ駆動期間にてｖ４
レベル（＜ｖ１）となる。なお、メイン制御部１２０から送信されるパルス信号Ｓ１やパ
ルス信号Ｓ２の振幅やデューティ比を変化させることによって直流電圧の電圧値を変化さ
せることが可能である。言い換えると、ＣＣＤ駆動期間における各パルス信号の信号レベ
ルおよびデューティ比が、仕様により本実施形態のように設定されなくても、ダイオード
１１および平滑コンデンサ１２による整流・平滑回路の作用により、ＣＣＤ駆動期間にて
電源用の直流電圧を生成させることが可能である。
【００２９】
次に画像信号増幅部１７０について説明する。画像信号増幅部１７０は、コンパレータ１
３、バッファ１４、スイッチ１５、そして既述のアンプ１６を備える。画像信号増幅部１
７０は、上述した電源生成部１５０と電気的に接続されている。アンプ１６は、電源生成
部１５０によって生成された直流電圧Ｖがスイッチ部１５を介して印加される。
【００３０】
電源生成部１５０で生成された直流電圧は、二つの抵抗Ｒ１、Ｒ２によって抵抗分割され
、参照値ＶＲＥＦ（＝ｖ４×Ｒ２／（Ｒ１＋Ｒ２））レベルの参照信号としてコンパレー
タ１３の非反転入力端子に伝送される。コンパレータ１３の反転入力端子には、パルス信
号Ｓ１と略同一の波形を有する経路Ｌ１を伝送する信号（図３（Ａ）参照）が入力する。
参照値ＶＲＥＦは、ｖ２レベルと略同一に設定されている。コンパレータ１３は入力する
二つの信号を比較し、その結果を比較信号として出力する。比較信号は、バッファ１４を
介してスイッチ部１５に入力する。なお、ｖ３＜ＶＲＥＦ＜ｖ２となるように二つの抵抗
Ｒ１およびＲ２は適宜抵抗値が設定される。
【００３１】
コンパレータ１３から出力される比較信号を図３（Ｅ）に示す。図３（Ｅ）に示すように
、比較信号は、経路Ｌ１を伝送する信号から後述のスイッチ部１５用のオフ信号のみを抽
出した波形になっている。言い換えると、比較信号は、ＣＣＤ停止期間中にオフ信号（ス
イッチ部１５をオフ制御する信号）を、ＣＣＤ駆動期間中にオン信号（スイッチ部１５を
オン制御する信号）を発する。
【００３２】
電源生成部とアンプ１６との間に設けられたスイッチ部１５は、入力する比較信号がオフ
信号のときには、スイッチを切ってアンプ１６に直流電圧が印加されないようにする。従
って、アンプ１６は駆動停止する。上記のとおり、パルス信号Ｓ１において、オフ信号の
波形はＣＣＤ停止期間中に対応している。つまり、画像信号が読み出されない期間中は、
アンプ１６は駆動停止するため、無駄な電力消費を抑え、アンプ１６近傍の熱上昇を低減
することができる。
【００３３】
以上が本発明の実施形態である。本発明はこれらの実施形態に限定されるものではなく趣
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旨を逸脱しない範囲で様々な変形が可能である。
【００３４】
上記実施形態では、撮像素子であるＣＣＤ１６０の近傍に電源生成部１５０やアンプ１６
を配置している。しかし、使用する撮像素子の種類等（たとえば、ＣＭＯＳ（Complement
ary Metal-Oxide Semiconductor））によっては、電源生成部１５０やアンプ１６を該撮
像素子に一体形成することも可能である。これにより、スコープ１００ｂのさらなる小型
化を図ることができる。
【００３５】
また、上記実施形態では、ＣＣＤ１６駆動用として、二種類のパルス信号Ｓ１、Ｓ２が説
明されているが、実際には二種類以上のパルス信号がメイン制御部１２０から出力されて
いる場合もある。従って、複数の電源電圧を必要とする撮像素子を使用する場合には、電
源生成部１５０を複数設けて、他のパルス信号との組み合わせから新たに直流電圧を生成
することもできるし、１つの電源生成部１５０で生成された直流電圧を更に抵抗分割して
該複数の電源電圧を生成することもできる。
【００３６】
上記実施形態のような構成は、複数の画像信号が異なるタイミングで出力される高画素撮
像素子を使用する場合にも対応することができる。すなわち、該高画素撮像素子からの各
画像信号を増幅する複数のアンプに対して、複数のパルス信号をもとに生成された直流電
圧を電源として印加することができる。複数の電圧を生成する方法は、上記複数の電源電
圧を必要とする撮像素子の場合と同様の方法で可能である。またメイン制御部１２０から
送信される複数のパルス信号自体の波形を変えることにより、各画像信号が出力されるタ
イミングに対応して、各アンプをそれぞれ異なるタイミングで駆動停止させることも可能
である。
【００３７】
なお、メイン制御部１２０から送信されるパルス信号は、一般に正の振幅を有するものだ
けでなく、負の振幅を有するものや正負両方の振幅を有するものもある。よって、パルス
信号を加算することによって得られる第三信号も正負両方の振幅を有する場合がありうる
。このような場合には、必ず所定の電圧がＣＣＤ１６０に印加されるように、半波整流回
路に換えて全波整流回路を配設すればよい。
【００３８】
さらに、上記実施形態では、一個の平滑コンデンサ４によって電圧を平滑化させている。
ここで、平滑コンデンサ４を二つ倍電圧となるよう配設すれば電圧を２倍にすることが可
能である。このことにより更に多様な電圧値を有する直流で電圧を生成することができる
。
【００３９】
【発明の効果】
このように本発明の電子スコープは、プロセッサから送信される撮像素子を駆動するため
のパルス信号を用いて、撮像素子の駆動用直流電圧および画像信号増幅器の駆動用直流電
圧を生成し、さらには画像信号増幅器の駆動制御を行う構成にすることにより、プロセッ
サとＣＣＤ間に設けられていた給電ケーブルの本数を減らすことができ、スコープの細径
化を図ることができる。
【００４０】
また、撮像素子から画像信号が読み出されない期間には、画像信号増幅器へ電圧を印加せ
ず、駆動停止させることにより、無駄な電力消費を抑え、該増幅器近傍の熱上昇を低減す
ることができる。
【００４１】
さらに本発明は、パルス信号を分岐して得られた、該パルス信号と同一状態の信号に基づ
いて駆動用直流電圧を生成する構成にした。つまり、駆動電圧をパルス信号や画像信号等
の他の信号に重畳させずに、パルス信号そのものから必要な電圧を生成する構成にしたこ
とにより、パルス信号や画像信号等に無用なノイズを発生させることなく、必要な駆動用
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直流電圧を撮像素子に印加することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の電子内視鏡装置の概略構成図である。
【図２】電子スコープ先端近傍の電気回路図である。
【図３】電源生成部や画像信号増幅部で使用される信号のタイミングチャートである。
【符号の説明】
５　　加算器
１１　　ダイオード
１２　　平滑コンデンサ
１３　　コンパレータ
１５　　スイッチ回路
１６　　アンプ
１００　　電子内視鏡装置
１００ａ　　プロセッサ
１００ｂ　　電子スコープ
１２０　　メイン制御部
１５０　　電源生成部
１６０　　ＣＣＤ
１７０　　画像信号増幅部

【図１】 【図２】
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